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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（i）水と、
　（ii）その水に懸濁させたメソトリオン及びイソキサフルトールから選択される、10～
600g/lのHPPD阻害剤と、
　（iii）その水に溶けた溶液の形態のグリホサート又はその塩、パラコート及びジクワ
ットから選択される、10～700g/lの電解質と、
　を含む２年にわたり２０％未満の分解率を示す化学的に安定な水性プレミックス懸濁濃
縮組成物。
【請求項２】
　上記HPPD阻害剤が、メソトリオンである、請求項1に記載の組成物。
【請求項３】
　上記電解質が、グリホサート又はその塩である、請求項1または2に記載の組成物。
【請求項４】
　上記電解質が、グリホサートのカリウム塩又はアンモニウム塩である、請求項3に記載
の組成物。
【請求項５】
　上記HPPD阻害剤と上記電解質の比が70：1～1：5である、請求項1～4のいずれか1項に記
載の組成物。
【請求項６】
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　請求項1～5のいずれか1項に記載の組成物を調製する方法であって、
　（i）HPPD阻害剤ミルベースと電解質溶液を別々に用意するステップと、
　（ii）そのHPPD阻害剤ミルベースと電解質溶液を水に添加するステップを含む方法。
【請求項７】
　望まない植物を制御する方法であって、請求項1～5のいずれか1項に記載の組成物を希
釈してすぐに使用できる水性組成物を形成した後、除草に有効な量のそのすぐに使用でき
る水性組成物を望まない植物が存在している場所に散布する操作を含む方法。
【請求項８】
　水性濃縮組成物中でのメソトリオン及びイソキサフルトールから選択されるHPPD阻害剤
の安定性を向上させる方法であって、そのHPPD阻害剤を安定させる量のグリホサート又は
その塩、パラコート及びジクワットから選択される10～700g/lの電解質をその水性濃縮組
成物に添加する操作を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、HPPD阻害剤と電解質を含む新規な除草用組成物と、その調製方法と、その利
用法に関する。本発明はさらに、水中でのHPPD阻害剤の安定性を向上させる方法にも関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　作物の生長を妨げる雑草その他の植物から作物を保護することは、農業に常につきまと
う問題である。この問題に対処するため、合成化学の分野での研究により、そのような望
ましくない生長を制御するのに有効な多彩な化合物と化学組成物が生み出されてきた。多
くのタイプの化学除草剤が文献に開示されており、多くのものが市販されている。市販さ
れている除草剤と、まだ開発中のいくつかの除草剤が、イギリス作物保護協会によって20
00年に発売された『殺虫剤マニュアル』、第12版に記載されている。
【０００３】
　多数の除草剤は作物用植物に損害も与える。したがって生長中の作物に混ざった雑草を
制御するには、雑草を殺す一方で、作物には損害を与えないように選択されたいわゆる“
選択的”除草剤を使用する必要がある。実際には、特定の散布量で雑草をすべて殺す一方
で作物は損害を受けないという点で十分に選択的な除草剤はほとんど存在していない。た
いていの選択的除草剤を使用するとき、実際には、雑草の大半を許容できる程度に制御す
るのに十分な除草剤を散布することと、作物に最小限の損害しか与えないことの間のバラ
ンスが問題になる。
【０００４】
　知られている1つの選択的除草剤はメソトリオン（2-(4-メチルスルホニル-2-ニトロベ
ンゾイル)シクロヘキサン-1,3-ジオン）というHPPD阻害剤である。メソトリオンは水に実
質的に溶けず、20℃における溶解度は、2.2g/l（pH4.8）、15g/l（pH6.9）、22g/l（pH9
）である（データは『殺虫剤マニュアル』、第12版からのもの）。メソトリオンは、通常
は販売用に、固体メソトリオンを水に懸濁させた懸濁濃縮液にされる。この濃縮液は、一
般に、メソトリオンを100～500g/l含んでいる。その後、エンド・ユーザーが散布するし
ばらく前にこの濃縮液を希釈し、メソトリオンが一般に1～10g/l含まれた最終的に使用で
きる組成物にする。
【０００５】
　メソトリオンと他のHPPD阻害剤に関する1つの問題点は、不安定であるため水の存在下
で分解することである。この分解はゆっくりと起こるが、濃縮液を特に暖かい条件下であ
る程度の期間にわたって保管するとメソトリオンの含有量が顕著に減少する。例えばメソ
トリオンの10％SC組成物をpH5で54℃にて2週間にわたって保管すると、約45％が分解する
。
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって本発明の1つの目的は、特に3よりも大きなpHで長期間にわたって安定なHPPD
阻害剤を含む、改善された水性プレミックス濃縮組成物を提供することである。ある組成
物が安定であるかどうかの目安は、穏やかな気候において周囲温度で2年間経過したとき
の分解率が20％未満、好ましくは10％未満に留まることである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　驚くべきことに、われわれは、濃縮液に電解質を添加することにより、水性環境におけ
るHPPD阻害剤の長期安定性を改善できることを見いだした。これはまったく予想外の効果
であり、HPPD阻害剤を水性懸濁濃縮液の形態でより長期間にわたって、および／またはよ
り厳しい条件下で保管することが可能になる。
【０００８】
　したがって本発明により、
　（i）水と、
　（ii）その水に懸濁させたHPPD阻害剤と、
　（iii）その水に溶けた溶液の形態の電解質とを含む水性プレミックス懸濁濃縮組成物
が提供される。
【０００９】
　HPPD阻害剤は、イソオキサゾール、トリケトン、ピラゾール、ベンゾビシクロン、ケト
スピラドックスからなるグループの中から選択されることが好ましい。
【００１０】
　イソオキサゾールは、一般式（IA）の化合物
【化１】

であることが好ましい（ただしRは、水素または-CO2R
3であり；

　R1は、C1～4アルキルであるか、場合によってはC1～6アルキルで置換されたC3～6シク
ロアルキルであり；
　R2は、ハロゲン、ニトロ、シアノ、C1～4アルキル、C1～4ハロアルキル、C1～6アルコ
キシ、C1～4ハロアルコキシ、-(CR4R5)cS(O)bR

6、-S(O)bR
6、-OSO2R

6、-N(R7)SO2R
6の中

から独立に選択されるか；フェニル環の隣り合った炭素原子上の2つのR2が、これらR2基
が結合している炭素原子と合わさって、5員または6員の飽和または不飽和の複素環を形成
し、この環には、窒素、酸素、イオウの中から選択した3個までのヘテロ原子が含まれて
おり、この環は、場合によっては1個以上の基で置換されていてもよく、その置換基の選
択は、ハロゲン、ニトロ、C1～4アルキル、C1～4アルコキシ、C1～4ハロアルキル、C1～4

ハロアルコキシ、-S(O)bR
6の中からなされ、環内にイオウ原子が存在している場合には、

そのイオウ原子が-SO-または-SO2-の形で存在していてもよいものとし；
　R3はC1～4アルキルであり；
　R4とR5は、独立に、水素またはC1～4アルキルであり；
　R6は、C1～4アルキル、フェニル、ベンジルのいずれかであり、フェニルとベンジルそ
れぞれは、場合によっては1又は5個の置換基を備えており、その置換基は同じでも異なっ
ていてもよく、ハロゲン、C1～4アルキル、C1～4アルコキシ、C1～4ハロアルキル、C1～4
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ハロアルコキシ、ニトロ、-S(O)bCH3からなるグループの中から選択され；
　R7は、水素またはC1～6アルキルであり；
　aは1～5の整数であり；
　bは、0、1、2のいずれかであり；
　cは、1または2である（cが2である場合には、基(CR4R5)は互いに同じでも異なっていて
もよい））。
【００１１】
　Rが水素であり；R1がシクロプロピルであり；R2が、ハロゲン（クロロが好ましい）、-
S(O)bCH3、C1～4ハロアルキル（トリフルオロメチルが好ましい）のいずれかであり；aが
2であることが好ましい。
【００１２】
　特に好ましい一般式（IA）の化合物としては、5-シクロプロピル-4-(2-メチルスルホニ
ル-4-トリフルオロメチル)ベンゾイルイソオキサゾール（イソオキサフルトール）や4-(2
-クロロ-4-メチルスルホニル)ベンゾイル-5-シクロプロピルイソオキサゾール（イソオキ
サクロルトール）などがあり、中でもイソオキサフルトールが好ましい。
【００１３】
　トリケトンは、2-(2’-クロロ-4’-メチルスルホニルベンゾイル)-1,3-シクロヘキサン
ジオンを除く一般式（IB）の化合物：
【化２】

であることが好ましい（ただしそれぞれのR8は、独立に、C1～4アルキルまたは-CO2R
11で

あり；
　R9は、ハロゲン原子； 6個までの炭素原子を含んでいて、場合によっては1個以上の基-
OR12または1個以上のハロゲン原子で置換された直鎖または分岐鎖のアルキル基またはア
ルコキシ基；ニトロ、シアノ、-CO2R

13、-S(O)fR
12、-O(CH2)gOR

12、-COR13、-NR13R14、
-SO2NR

13R14、-CONR13R14、-CSNR13R14、-OSO2R
15の中から選択された基のいずれかであ

り；
　それぞれのR10は、独立に、ハロ、ニトロ、シアノ、S(O)fR

16、OS(O)fR
16、C1～6アル

キル、C1～6アルコキシ、C1～6ハロアルキル、C1～6ハロアルコキシ、カルボキシ、C1～6

アルキルカルボニルオキシ、C1～6アルコキシカルボニル、C1～6アルキルカルボニル、ア
ミノ、C1～6アルキルアミノ、それぞれのアルキル基に指定された数の炭素原子を独立に
含むC1～6ジアルキルアミノ、C1～6アルキルカルボニルアミノ、C1～6アルコキシカルボ
ニルアミノ、C1～6アルキルカルボニルアミノ、それぞれのアルキル基に指定された数の
炭素原子を独立に含むC1～6ジアルキルアミノカルボニルアミノ、C1～6アルコキシカルボ
ニルオキシ、C1～6アルキルアミノカルボニルオキシ、C1～6ジアルキルカルボニルオキシ
、フェニルカルボニル、置換されたフェニルカルボニル、フェニルカルボニルオキシ、置
換されたフェニルカルボニルオキシ、フェニルカルボニルアミノ、置換されたフェニルカ
ルボニルアミノ、フェノキシ、置換されたフェノキシのいずれかを表わし；
　R11はC1～4アルキルであり；
　R12は、6個までの炭素原子を含んでいて、場合によっては1個以上のハロゲン原子で置
換された直鎖または分岐鎖のアルキル基を表わし；
　R13とR14は、それぞれ独立に、水素原子；6個までの炭素原子を含んでいて、場合によ
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っては1個以上のハロゲン原子で置換された直鎖または分岐鎖のアルキル基を表わし；
　R15は、6個までの炭素原子を含んでいて、場合によっては1個以上のハロゲン原子で置
換された直鎖または分岐鎖のアルキル基、アルケニル基、アルキニル基のいずれかである
か；3～6個の炭素原子を含むシクロアルキル基を表わし；
　R16は、6個までの炭素原子を含む直鎖または分岐鎖のアルキル基を表わし；
　dは、0または1～6の整数であり；
　eは、0または1～4の整数であり；
　fは、0、1、2のいずれかであり；
gは、1、2、3のいずれかである）。
【００１４】
　R9が、クロロ、ブロモ、ニトロ、シアノ、C1～4アルキル、-CF3、-S(O)fR

12、-OR12の
いずれかであり；それぞれのR10が、独立に、クロロ、ブロモ、ニトロ、シアノ、C1～4ア
ルキル、-CF3、-OR12、-OS(O)fR

16、-S(O)fR
16のいずれかであり；dが0であり；eが1また

は2であることが好ましい。
【００１５】
　好ましい一般式（IB）の化合物は、2-(2’-ニトロ-4’-メチルスルホニルベンゾイル)-
1,3-シクロヘキサンジオン（メソトリオン）、2-(2’-ニトロ-4’-メチルスルホニルオキ
シベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオン、4,4-ジメチル-2-(4-メタンスルホニル-2-ニ
トロベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオン、2-(2-クロロ-3-エトキシ-4-メタンスルホ
ニルベンゾイル)-5-メチル-1,3-シクロヘキサンジオン、2-(2-クロロ-3-エトキシ-4-エタ
ンスルホニルベンゾイル)-5-メチル-1,3-シクロヘキサンジオンであり；最も好ましいの
は、2-(2’-ニトロ-4’-メチルスルホニルベンゾイル)-1,3-シクロヘキサンジオンである
。
【００１６】
　一般式（IB）の化合物はエノール化互変異性体の形態で存在することができ、その形態
から幾何異性体が生じる可能性がある。さらに、いくつかの場合には、さまざまな置換基
が光学異性および／または立体異性に寄与する可能性がある。このような互変異性体、ラ
セミ混合物、異性体はすべて、本発明の範囲に含まれる。
【００１７】
　あるいはトリケトンは、一般式（IC）の化合物：
【化３】

と、その化合物の農業で許容可能な塩／N-酸化物／異性体／鏡像異性体である（ただしV
は、1個または複数個のR26で置換されていてもよいC1～2アルキレンであるか；R18とR19

がC2～3アルキレンではない場合には、Vはさらに、カルボニル、酸素、-NR27-のいずれか
であってもよく；
　Wは、CR28またはN(O)gであり；
　R17、R18、R19、R20は、独立に、水素、C1～4アルキル、フェニル、C1～4アルコキシ、
ハロゲン、ヒドロキシ、シアノ、ヒドロキシカルボニル、C1～4アルコキシカルボニルの
いずれかであるか；R18とR19が合わさって、1個または複数個のR25で置換されていてもよ
いC2～3アルキレンになっており；
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　R21は、水素、C1～6アルキル、C1～6ハロアルキル、C2～6アルケニル、C2～6ハロアル
ケニル、C1～2アルコキシカルボニルで置換されたビニル、フェニルで置換されたビニル
、C2～6アルキニル、C2～6ハロアルキニル、トリメチルシリルで置換されたエチニル、ヒ
ドロキシで置換されたエチニル、C1～6アルコキシで置換されたエチニル、C1～6アルコキ
シカルボニルで置換されたエチニル、フェニルで置換されたエチニル、C3～6アレニル、C

3～6シクロアルキル、ハロで置換されたC3～6シクロアルキル、C1～3アルコキシメチルで
置換されたC3～6シクロアルキル、C1～6アルコキシ、C3～6アルケニルオキシ、C3～6アル
キニルオキシ、C1～6ハロアルコキシ、C3～6ハロアルケニルオキシ、シアノ-C1～4アルコ
キシ、C1～4アルコキシ-C1～4アルコキシ、C1～4アルキルチオ-C1～4アルコキシ、C1～4

アルキルスルフィニル-C1～4アルコキシ、C1～4アルキルスルホニル-C1～4アルコキシ、C

1～4アルコキシカルボニル-C1～4アルコキシ、C1～6アルキルチオ、C1～6アルキルスルフ
ィニル、C1～6アルキルスルホニル、C1～6ハロアルキルチオ、C1～6ハロアルキルスルフ
ィニル、C1～6ハロアルキルスルホニル、C1～4アルコキシカルボニル-C1～4アルキルチオ
、C1～4アルコキシカルボニル-C1～4アルキルスルフィニル、C1～4アルコキシカルボニル
-C1～4アルキルスルホニル、C1～6アルキルアミノ、ジ(C1～6アルキル)アミノ、C1～3ア
ルコキシ-C1～3アルキルアミノ、C1～3アルコキシ-C1～3アルキル-N(C1～3アルキル)、C1
～6アルキルアミノスルホニル、ジ(C1～6アルキル)アミノスルホニル、C1～4アルキルス
ルホニルオキシ、C1～4ハロアルキルスルホニルオキシ、C1～4アルキルスルホニルアミノ
、C1～4アルキルスルホニル-N(C1～4アルキル)、シアノ、カルバモイル、C1～4アルコキ
シカルボニル、ホルミル、ハロゲン、ロダノ、アミノ、ヒドロキシ-C1～4アルキル、C1～
4アルコキシ-C1～4アルキル、C1～4アルキルチオ-C1～4アルキル、C1～4アルキルスルフ
ィニル-C1～4アルキル、C1～4アルキルスルホニル-C1～4アルキル、シアノ-C1～4アルキ
ル、C1～6アルキルカルボニルオキシ-C1～4アルキル、C1～4アルコキシカルボニル-C1～4

アルキル、C1～4アルコキシカルボニルオキシ-C1～4アルキル、ロダノ-C1～4アルキル、
フェニル-C1～4アルキル、フェノキシ-C1～4アルキル、ベンジルオキシ-C1～4アルキル、
ベンゾイルオキシ-C1～4アルキル、(2-オキシラニル)- C1～4アルキル、C1～4アルキルア
ミノ-C1～4アルキル、ジ(C1～4アルキル)-アミノ-C1～4アルキル、C1～12アルキルチオカ
ルボニル-C1～4アルキル、ホルミル-C1～4アルキル、ベンジルチオ、ベンジルスルフィニ
ル、ベンジルスルホニル、ベンジルオキシ、ベンジル、フェニル、フェノキシ、フェニル
チオ、フェニルスルフィニル、フェニルスルホニルのいずれかであり、この中でフェニル
を含む基は、C1～3アルキル、C1～3ハロアルキル、C1～3アルコキシ、C1～3ハロアルコキ
シ、ハロゲン、シアノ、ニトロのいずれかで置換されていてもよく；あるいは
　R21は、3員～10員の単環系または縮合二環系であり、この環系は、飽和しているか一部
が飽和した芳香族が可能であり、窒素、酸素、イオウの中から選択した1～4個のヘテロ原
子を含んでいてもよく、この環系は、C1～4アルキレン・ブリッジ、C2～4アルケニレン・
ブリッジ、C2～4アルキニレン・ブリッジのいずれかを通じてW含有芳香族環に結合してお
り、ブリッジは、酸素、-N(C1～4アルキル)-、イオウ、スルフィニル、スルホニル、カル
ボニルのいずれかで中断されていてもよく、それぞれの環系は、2個までの酸素原子と2個
までのイオウ原子を含んでいてもよく、その環系自体は1～3個の置換基で置換されていて
もよく、その置換基は、C1～6アルキル、C1～6ハロアルキル、C2～6アルケニル、C2～6ハ
ロアルケニル、C2～6アルキニル、C2～6ハロアルキニル、C1～6アルコキシ、C1～6ハロア
ルコキシ、C3～6アルケニルオキシ、C3～6アルキニルオキシ、ヒドロキシ、メルカプト、
C1～6アルキルチオ、C1～6ハロアルキルチオ、C3～6アルケニルチオ、C3～6ハロアルケニ
ルチオ、C3～6アルキニルチオ、C1～4アルコキシ-C1～3アルキルチオ、C1～4アルキルカ
ルボニル-C1～3アルキルチオ、C1～4アルコキシカルボニル-C1～3アルキルチオ、シアノ-
C1～3アルキルチオ、C1～6アルキルスルフィニル、C1～6ハロアルキルスルフィニル、C1
～6アルキルスルホニル、C1～6ハロアルキルスルホニル、アミノスルホニル、C1～4アル
キルアミノスルホニル、ジ(C1～4アルキル)アミノスルホニル、ジ(C1～4アルキル)アミノ
、ハロゲン、シアノ、ニトロ、フェニル及び／又はベンジルチオであり、この中のフェニ
ルとベンジルチオは、フェニル環上において、C1～3アルキル、C1～3ハロアルキル、C1～
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3アルコキシ、C1～3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノ、ニトロのいずれかによって置換
されていてもよく、複素環の窒素上の置換基はハロゲン以外であり；あるいは
　R21は、基-D1-D3または基-D2-D1-D3であり；
　R22は、水素、C1～6アルキル、C1～6ハロアルキル、C2～6アルケニル、C2～6ハロアル
ケニル、C2～6アルキニル、C2～6ハロアルキニル、C3～6シクロアルキル、C1～6アルコキ
シ、C1～6ハロアルコキシ、C1～6アルキルチオ、C1～6アルキルスルフィニル、C1～6アル
キルスルホニル、C1～6ハロアルキルチオ、C1～6ハロアルキルスルフィニル、C1～6ハロ
アルキルスルホニル、C1～6アルキルスルホニルオキシ、ヒドロキシ、メルカプト、アミ
ノ、C1～6アルキルアミノ、ジ(C1～6アルキル)アミノ、C1～4アルキルスルホニルアミノ
、C1～4アルキルスルホニル-N(C1～4アルキル)-、C1～6アルキルアミノスルホニル、ジ(C

1～6アルキル)アミノスルホニル、シアノ、ハロゲン、C1～4アルコキシ-C1～4アルキル、
C1～4アルキルチオ-C1～4アルキル、C1～4アルキルスルフィニル-C1～4アルキル、C1～4

アルキルスルホニル-C1～4アルキル、トリアゾリル、フェニル、フェニルチオ、フェニル
スルフィニル、フェニルスルホニル、フェノキシのいずれかであり、この中でフェニルを
含む基は、C1～3アルキル、C1～3ハロアルキル、C1～3アルコキシ、C1～3ハロアルコキシ
、ハロゲン、シアノ、ニトロのいずれかで置換されていてもよく；
　R23は、水素、C1～6アルキル、ヒドロキシ、C1～6アルコキシ、C1～6ハロアルコキシ、
C3～6アルケニルオキシ、C3～6ハロアルケニルオキシ、C3～6アルキニルオキシ、C1～4ア
ルキルカルボニルオキシ、C1～4アルキルスルホニルオキシ、フェニルスルホニルオキシ
、C1～4アルキルチオ、C1～4アルキルスルフィニル、C1～4アルキルスルホニル、C1～4ア
ルキルアミノ、ジ(C1～4アルキル)アミノ、C1～4アルコキシカルボニル、C1～4ハロアル
キル、ホルミル、シアノ、ハロゲン、フェニル、フェノキシのいずれかであり、この中で
フェニルを含む基は、C1～3アルキル、C1～3ハロアルキル、C1～3アルコキシ、C1～3ハロ
アルコキシ、ハロゲン、シアノ、ニトロのいずれかで置換されていてもよく；あるいは
　R23は、3員～10員の単環系であるか、R25またはR27と合わさって縮合二環系になってお
り、その環系は、窒素、酸素、イオウの中から選択した1～4個のヘテロ原子を含んでいて
もよく、その環系が縮合していない場合には、直接に、またはブリッジを介してW含有芳
香族環と結合しており、そのブリッジは、C1～4アルキレン、C2～4アルケニレン、C2～4

アルキニレンのいずれかであり、酸素、-N(C1～4アルキル)-、イオウ、スルフィニル、ス
ルホニル、カルボニルのいずれかによって中断されていてもよく、その環系は、2個まで
の酸素原子と2個までのイオウ原子を含んでいてもよく、その環系自体は、1～3個の置換
基で置換されていてもよく、その置換基は、C1～6アルキル、C1～6ハロアルキル、C2～6

アルケニル、C2～6ハロアルケニル、C2～6アルキニル、C2～6ハロアルキニル、C1～6アル
コキシ、C1～6ハロアルコキシ、C3～6アルケニルオキシ、C3～6アルキニルオキシ、C1～6

アルキルチオ、C1～6ハロアルキルチオ、C3～6アルケニルチオ、C3～6ハロアルケニルチ
オ、C3～6アルキニルチオ、C1～4アルコキシ-C1～2アルキルチオ、C1～4アルキルカルボ
ニル-C1～2アルキルチオ、C1～4アルコキシカルボニル-C1～2アルキルチオ、シアノ-C1～
4アルキルチオ、C1～6アルキルスルフィニル、C1～6ハロアルキルスルフィニル、C1～6ア
ルキルスルホニル、C1～6ハロアルキルスルホニル、アミノスルホニル、C1～4アルキルア
ミノスルホニル、ジ(C1～4アルキル)アミノスルホニル、アミノ、C1～4アルキルアミノ、
ジ(C1～4アルキル)アミノ、ハロゲン、シアノ、ニトロ、フェニル及び／又はベンジルチ
オであり、この中のフェニルとベンジルチオは、フェニル環上において、C1～3アルキル
、C1～3ハロアルキル、C1～3アルコキシ、C1～3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノ、ニ
トロのいずれかによって置換されていてもよく、複素環の窒素上の置換基はハロゲン以外
であり；
　R24は、水素、C1～6アルキル、C1～6ハロアルキル、C2～6アルケニル、C2～6ハロアル
ケニル、C2～6アルキニル、C2～6ハロアルキニル、C3～6シクロアルキル、C1～6アルコキ
シ、C1～6ハロアルコキシ、C1～6アルキルチオ、C1～6アルキルスルフィニル、C1～6アル
キルスルホニル、C1～6ハロアルキルチオ、C1～6ハロアルキルスルフィニル、C1～6ハロ
アルキルスルホニル、アミノ、C1～6アルキルアミノ、ジ(C1～6アルキル)アミノ、C1～4
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アルキルスルホニル-N(C1～4アルキル)-、C1～6アルキルアミノスルホニル、ジ(C1～6ア
ルキル)アミノスルホニル、シアノ、ハロゲン、C1～4アルコキシ-C1～4アルキル、C1～4

アルキルチオ-C1～4アルキル、C1～4アルキルスルフィニル-C1～4アルキル、C1～4アルキ
ルスルホニル-C1～4アルキル、フェニル、フェニルチオ、フェニルスルフィニル、フェニ
ルスルホニル、フェノキシのいずれかであり、この中でフェニル基は、C1～3アルキル、C

1～3ハロアルキル、C1～3アルコキシ、C1～3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノ、ニトロ
のいずれかで置換されていてもよく；
　R25とR26は、それぞれ独立に、水素、C1～4アルキル、フェニル、C1～4アルコキシ、ハ
ロゲン、ヒドロキシ、シアノ、ヒドロキシカルボニル、C1～4アルコキシカルボニルのい
ずれかであり；
　R27は、C1～4アルキル、アルコキシカルボニル、C1～4アルキルカルボニルのいずれか
であり；
　R28は、水素、C1～6アルキル、ヒドロキシ、C1～6アルコキシ、C1～6ハロアルコキシ、
C3～6アルケニルオキシ、C3～6ハロアルケニルオキシ、C3～6アルキニルオキシ、C1～4ア
ルキルカルボニルオキシ、C1～4アルキルスルホニルオキシ、フェニルスルホニルオキシ
、C1～6アルキルチオ、C1～6アルキルスルフィニル、C1～6アルキルスルホニル、C1～6ア
ルキルアミノ、ジ(C1～6アルキル)アミノ、C1～3アルコキシ-C1～3アルキルアミノ、C1～
3アルコキシ-C1～3アルキル-N(C1～3アルキル)-、C1～4アルコキシカルボニル、C1～6ハ
ロアルキル、ホルミル、シアノ、ハロゲン、フェニル、フェノキシのいずれかであり、こ
の中でフェニルを含む基は、C1～3アルキル、C1～3ハロアルキル、C1～3アルコキシ、C1
～3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノ、ニトロのいずれかで置換されていてもよく；あ
るいは
　R28は、3員～10員の単環系であるか、R21またはR22と合わさって縮合二環系になってお
り、その環系は、酸素、イオウ、S(O)、SO2、N(R29)、カルボニル、C(=NOR30)の中から選
択した1～3個の複素環置換基で中断されていてもよく、その環系が縮合していない場合に
は、直接に、またはブリッジを介して置換基Wの炭素原子と結合しており、そのブリッジ
は、C1～4アルキレン、C2～4アルケニレン、C2～4アルキニレンのいずれかであり、酸素
、-N(C1～4アルキル)-、イオウ、スルフィニル、スルホニルのいずれかによって中断され
ていてもよく、その環系は、2個までの酸素原子と2個までのイオウ原子を含んでいてもよ
く、その環系自体は、1～3個の置換基で置換されていてもよく、その置換基は、C1～6ア
ルキル、C1～6ハロアルキル、C2～6アルケニル、C2～6ハロアルケニル、C2～6アルキニル
、C2～6ハロアルキニル、C1～6アルコキシ、C1～6ハロアルコキシ、C3～6アルケニルオキ
シ、C3～6アルキニルオキシ、C1～6アルキルチオ、C1～6ハロアルキルチオ、C3～6アルケ
ニルチオ、C3～6ハロアルケニルチオ、C3～6アルキニルチオ、C1～4アルコキシ-C1～2ア
ルキルチオ、C1～4アルキルカルボニル-C1～2アルキルチオ、C1～4アルコキシカルボニル
-C1～2アルキルチオ、シアノ-C1～4アルキルチオ、C1～6アルキルスルフィニル、C1～6ハ
ロアルキルスルフィニル、C1～6アルキルスルホニル、C1～6ハロアルキルスルホニル、ア
ミノスルホニル、C1～4アルキルアミノスルホニル、ジ(C1～4アルキル)アミノスルホニル
、ジ(C1～4アルキル)アミノ、ハロゲン、シアノ、ニトロ、フェニル、ベンジルオキシ、
ベンジルチオであり、この中のフェニル含有基は、フェニル環上において、C1～3アルキ
ル、C1～3ハロアルキル、C1～3アルコキシ、C1～3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノ、
ニトロのいずれかによって置換されていてもよく、複素環の窒素上の置換基はハロゲン以
外であり；あるいは
　R28は、基-D4-D6または基-D5-D4-D6であり；
　R29は、水素、C1～4アルキル、C1～4アルキルチオ-C1～4アルキルカルボニル、C1～4ア
ルキルスルフィニル-C1～4アルキルカルボニル、C1～4アルキルスルホニル-C1～4アルキ
ルカルボニル、C1～4アルコキシカルボニル、C1～4アルキルカルボニル、フェニルカルボ
ニル、フェニルのいずれかであり、この中でフェニル基は、C1～4アルキル、C1～4ハロア
ルキル、C1～4アルコキシ、C1～4ハロアルコキシ、C1～4アルキルカルボニル、C1～4アル
コキシカルボニル、C1～4アルキルアミノ、ジ(C1～4アルキル)アミノ、C1～4アルキルチ
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オ、C1～4アルキルスルフィニル、C1～4アルキル-SO2、C1～4アルキル-S(O)2O、C1～4ハ
ロアルキルチオ、C1～4ハロアルキルスルフィニル、C1～4ハロアルキル-SO2、C1～4ハロ
アルキル-S(O)2O、C1～4アルキル-S(O)2NH、C1～4アルキル-S(O)2N(C1～4アルキル)-、ハ
ロゲン、ニトロ、シアノのいずれかで置換されていてもよく；
　R30は、水素、C1～4アルキル、C3～4アルケニル、C3～4アルキニル、ベンジルのいずれ
かであり；
　hは0または1であり；
　D1は、酸素、-O(CO)-、-(CO)O-、-O(CO)O-、-N(C1～4アルキル)-O-、-O-N(C1～4アルキ
ル)-、チオ、スルフィニル、スルホニル、-SO2N(C1～4アルキル)-、-N(C1～4アルキル)SO

2-、-N(C1～2アルコキシ-C1～2アルキル)SO2-、-N(C1～4アルキル)-のいずれかであり；
　D2は、C1～6アルキレン鎖、C3～6アルケニレン鎖、C3～6アルキニレン鎖のいずれかで
あり、その鎖は、1個または複数個のハロゲンまたはD7で置換されていてもよく、その鎖
の不飽和結合は、置換基D1に直接結合してはおらず；
　D3とD6は、それぞれ独立に、C1～8アルキル基、C3～6アルケニル基、C3～6アルキニル
基のいずれかであり、その基は、1個または複数個の置換基で置換されていてもよく、そ
の置換基は、ハロゲン、ヒドロキシ、アミノ、ホルミル、ニトロ、シアノ、メルカプト、
カルバモイル、C1～6アルコキシ、C1～6アルコキシカルボニル、C2～6アルケニル、C2～6

ハロアルケニル、C2～6アルキニル、C2～6ハロアルキニル、C3～6シクロアルキル、ハロ
置換されたC3～6シクロアルキル、C3～6アルケニルオキシ、C3～6アルキニルオキシ、C1
～6ハロアルコキシ、C1～6ハロアルケニルオキシ、シアノ-C1～6アルコキシ、C1～6アル
コキシ-C1～6アルコキシ、C1～6アルコキシ-C1～6アルコキシ-C1～6アルコキシ、C1～6ア
ルキルチオ-C1～6アルコキシ、C1～6アルキルスルフィニル-C1～6アルコキシ、C1～6アル
キルスルホニル-C1～6アルコキシ、C1～6アルコキシ-カルボニル-C1～6アルコキシ、C1～
6アルコキシカルボニル、C1～6アルキルカルボニル、C1～6アルキルチオ、C1～6アルキル
スルフィニル、C1～6アルキルスルホニル、C1～6ハロアルキルチオ、C1～6ハロアルキル
スルフィニル、C1～6ハロアルキルスルホニル、オキシラニル（C1～6アルキルで置換され
ていてもよい）、(3-オキセタニル)-オキシ（C1～6アルキルで置換されていてもよい）、
ベンジルオキシ、ベンジルチオ、ベンジルスルフィニル、ベンジルスルホニル、C1～6ア
ルキルアミノ、ジ(C1～6アルキル)アミノ、C1～4アルキル-S(O)2O、ジ(C1～4アルキル)ア
ミノスルホニル、ロダノ、フェニル、フェノキシ、フェニルチオ、フェニルスルフィニル
、フェニルスルホニルのいずれかであり、この中でフェニル含有基またはベンジル含有基
は、1個以上のC1～6アルキル、C1～6ハロアルキル、C1～6アルコキシ、C1～6ハロアルコ
キシ、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、ニトロのいずれかで置換されていてもよく；ある
いは
　D3とD6は、それぞれ独立に、1個または複数個の置換基で置換されていてもよいフェニ
ルであり、その置換基は、C1～6アルキル、C1～6ハロアルキル、C1～6アルコキシ、C1～6

ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、ニトロのいずれかであり；あるいは
　D3とD6は、それぞれ独立に、C3～6シクロアルキル、C1～6アルコキシ、C1～6アルキル
で置換されたC3～6シクロアルキル、3-オキセタニル、C1～6アルキルで置換された3-オキ
セタニルのいずれかであり；あるいは
　D3とD6は、それぞれ独立に、3員～10員の単環系または縮合二環系であり、この環系は
、飽和しているか一部が飽和した芳香族が可能であり、窒素、酸素、イオウの中から選択
した1～4個のヘテロ原子を含んでいてもよく、この環系は、直接に、またはC1～4アルキ
レン、C2～4アルケニレン、C2～4アルキニレン、-N(C1～4アルキル)- C1～4アルキレン、
-S(O)-C1～4アルキレン、-SO2-C1～4アルキレンいずれかの基を通じて置換基D1またはD4
に結合しており、それぞれの環系は、2個までの酸素原子と2個までのイオウ原子を含んで
いてもよく、その環系自体は1～3個の置換基で置換されていてもよく、その置換基は、C1
～6アルキル、C1～6ハロアルキル、C2～6アルケニル、C2～6ハロアルケニル、C2～6アル
キニル、C2～6ハロアルキニル、C1～6アルコキシ、ヒドロキシ、C1～6ハロアルコキシ、C

3～6アルケニルオキシ、C3～6アルキニルオキシ、メルカプト、C1～6アルキルチオ、C1～
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6ハロアルキルチオ、C3～6アルケニルチオ、C3～6ハロアルケニルチオ、C3～6アルキニル
チオ、C1～3アルコキシ-C1～3アルキルチオ、C1～4アルキルカルボニル-C1～2アルキルチ
オ、C1～4アルコキシカルボニル-C1～2アルキルチオ、シアノ-C1～3アルキルチオ、C1～6

アルキルスルフィニル、C1～6ハロアルキルスルフィニル、C1～6アルキルスルホニル、C1
～6ハロアルキルスルホニル、アミノスルホニル、C1～2アルキルアミノスルホニル、ジ(C

1～2アルキル)アミノスルホニル、ジ(C1～4アルキル)アミノ、C1～6カルボニルアミノ、
ハロゲン、シアノ、ニトロ、フェニル、ベンジルオキシ、ベンジルチオであり、この中の
フェニル基は、フェニル環上において、C1～3アルキル、C1～3ハロアルキル、C1～3アル
コキシ、C1～3ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノ、ニトロのいずれかによって置換され
ていてもよく、複素環の窒素上の置換基はハロゲン以外であり；
　D4は、酸素、-O(CO)-、-(CO)O-、-O(CO)O-、-N(C1～4アルキル)-O-、-O-N(C1～4アルキ
ル)-、イオウ、スルフィニル、スルホニル、-SO2N(C1～4アルキル)-、-N(C1～4アルキル)
SO2-、-N(C1～2アルコキシ-C1～2アルキル)SO2-、-N(C1～4アルキル)-のいずれかであり
；
　D5は、C1～6アルキレン鎖、C3～6アルケニレン鎖、C3～6アルキニレン鎖のいずれかで
あり、その鎖は、1個または複数個のハロゲンまたはD8で置換されていてもよく、その鎖
の不飽和結合は、置換基D4に直接結合してはおらず；
D7とD8は、それぞれ独立に、ヒドロキシ、C1～6アルコキシ、(C3～6シクロアルキル)オキ
シ、C1～6アルコキシ-C1～6アルコキシ、C1～6アルコキシ-C1～6アルコキシ-C1～6アルコ
キシ、C1～6アルキルスルホニルオキシのいずれかである）。
【００１８】
　あるいはトリケトンは、一般式（ID）の化合物：
【化４】

である（ただしR31とR32は、両方とも水素であるか、合わさってエチレン・ブリッジを形
成している）。
【００１９】
　一般式（ID）においてR31とR32の両方が水素である化合物のことを今後は化合物（IDa
）と呼び、一般式（ID）においてR31とR32が合わさってエチレン・ブリッジを形成してい
る化合物のことを今後は化合物（IDb）と呼ぶ。
【００２０】
　ピラゾールは、一般式（IE）の化合物：
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【化５】

であることが好ましい（ただしR33、R34、R35、R36は、それぞれ独立に、水素、ハロ、C1
～4アルキルの中から選択され；
　Xは、-SO2-または-CH2CO-であり；
　jは2または3であり；
kは0または1である）。
【００２１】
　R33、R34、R35、R36は、それぞれ独立に、水素、クロロ、メチルのいずれかであること
が好ましい。
【００２２】
　好ましい一般式（IE）の化合物としては、2-[[4-(2,4-ジクロロ-3-メチルベンゾイル)-
1,3-ジメチル-1H-ピラゾル-5-イル]オキシ]-1-(4-メチルフェニル)エタノン（ベンゾフェ
ナップ）、(2,4-ジクロロフェニル) [1,3-ジメチル-5-[[(4-メチルフェニル)スルホニル]
オキシ]-1H-ピラゾル-4-イル]メタノン（ピラゾリネート）、2-[[4-(2,4-ジクロロベンゾ
イル)-1,3-ジメチル-1H-ピラゾル-5-イル]オキシ]-1-フェニルエタノン（ピラゾキシフェ
ン）などがある。
【００２３】
　あるいはピラゾールは、一般式（IF）の化合物：
【化６】

である（ただしR37はC1～2アルキルまたはクロロであり；R38は水素またはC1～4アルキル
であり；R39はC1～4アルキルである）。
【００２４】
　ベンゾビシクロンは一般式（IG）の化合物である。
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【００２５】
【化７】

【００２６】
　ケトスピラドックスは一般式（IH）の化合物である。
【００２７】
【化８】

【００２８】
　本発明の一実施態様では、HPPD阻害剤を、ベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ、イソ
オキサフルトール、メソトリオン、ピラゾリネート、ピラゾキシフェンからなるグループ
の中から選択する。
【００２９】
　さらに別の一実施態様では、HPPD阻害剤はメソトリオンである。
【００３０】
　別の一実施態様では、HPPD阻害剤はイソオキサフルトールである。
【００３１】
　“電解質”という用語は、水に溶かしたときにイオン性化学種に解離する物質を意味す
る。電解質の選択は、例えば、
　（a）単純なイオン性化合物（硫酸アンモニウム、塩化ナトリウムなど）；
　（b）追加の活性成分（グリホサート、パラコート、ジクワットなど）
からなるグループの中から行なう。グリホサートは、塩の形態であることが好ましい。多
彩なグリホサート塩が知られており、その中には、ナトリウム塩、カリウム塩、アンモニ
ウム塩、さまざまなアミン塩（イソプロピルアミン塩、エタノールアミン塩、ジエタノー
ルアミン塩、トリエチルアミン塩）が含まれる。カリウム塩、アンモニウム塩、エタノー
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ルアミン塩が好ましく、特にカリウム塩とアンモニウム塩が好ましい。
【００３２】
　濃縮組成物中のHPPD阻害剤：電解質の比は、70：1～1：5であることが好ましく、35：1
～1：1であることがより好ましい。
【００３３】
　濃縮組成物は、HPPD阻害剤を10～600g/l含んでいることが好ましい。この量は、10～10
0g/lであることがより好ましい。
【００３４】
　濃縮組成物は、電解質を10～700g/l含んでいることが好ましい。この量は、50～400g/l
であることがより好ましい。
【００３５】
　水性プレミックス濃縮組成物には、HPPD阻害剤と電解質に加え、多数のアジュバントを
含めることができる。アジュバントとしては、懸濁剤、界面活性剤、緩衝液、安定剤、殺
生物剤などが可能である。アジュバントは、メソトリオンおよび／または電解質の効果を
増大させるために本発明の濃縮液に含めることができる。好ましいことに、多彩な界面活
性剤が液体組成物（特に散布前に基剤で希釈するように設計されている液体組成物）で用
いられる。界面活性剤としては、アニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、非イオン界
面活性剤、ポリマーの性質を持った界面活性剤が可能であり、それらを乳化剤、湿潤剤、
懸濁剤として、あるいは他の目的で使用することができる。典型的な界面活性剤としては
、硫酸アルキルの塩（例えばラウリル硫酸ジエタノールアンモニウム）；アルキルアリー
ルスルホン酸塩（例えばドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム）；アルキルフェノール
-アルキレン酸化物添加製品（例えばノニルフェノール-C18エトキシレート；アルコール-
アルキレン酸化物添加製品（例えばトリデシルアルコール-C16エトキシレート）；石鹸（
例えばステアリン酸ナトリウム）；アルキルナフタレンスルホン酸塩（例えばジブチルナ
フタレンスルホン酸ナトリウム）；スルホコハク酸塩のジアルキルエステル（例えばジ(2
-エチルヘキシル)スルホコハク酸ナトリウム）；ソルビトールエステル（例えばオレイン
酸ソルビトール）；アルキルポリグリコシド；第四級アミン（例えばラウリルトリメチル
アンモニウムクロリド）；脂肪酸のポリエチレングリコールエステル（例えばステアリン
酸ポリエチレングリコール；エチレンオキシドとプロピレンオキシドのブロック・コポリ
マー；リン酸モノアルキルエステルやリン酸ジアルキルエステルの塩などがある。
【００３６】
　農業用組成物で一般に使用される他のアジュバントとしては、結晶化阻害剤、粘性調節
剤、懸濁剤、スプレー液滴調節剤、顔料、酸化防止剤、発泡剤、光阻止剤、混和剤、消泡
剤、金属イオン封鎖剤、中和剤、緩衝液、腐食阻害剤、染料、着香剤、展着剤、浸透助剤
、微量栄養素、軟化剤、潤滑剤、固着剤、分散剤、増粘剤、凝固点降下剤、抗微生物剤な
どがある。組成物は、適合性のある他の成分（例えば、他の除草剤、除草剤安全剤、植物
生長調節剤、殺真菌剤、殺虫剤など）も含むことができる。液体肥料や固体粒子状肥料基
剤（例えば窒化アンモニウム、尿素など）が含まれた組成物を製造することができる。
【００３７】
　本発明の水性プレミックス濃縮組成物は、HPPD阻害剤ミルベースを用意した後、そのミ
ルベースと電解質を、必要なあらゆる追加アジュバントとともに水に添加することによっ
て製造できる。したがって本発明のさらに別の特徴として、本発明の水性プレミックス濃
縮組成物を調製する方法であって、
　（i）HPPD阻害剤ミルベースと電解質溶液を別々に用意するステップと、
　（ii）そのHPPD阻害剤ミルベースと電解質溶液を水に添加するステップを含む方法が提
供される。
【００３８】
　本発明の水性プレミックス濃縮組成物は、望ましくない植物、その中でも特に、有用な
作物（トウモロコシ、ダイズ、穀物、セイヨウアブラナ、テンサイ、サトウキビ、プラン
テーション用作物、イネ、ワタなど）の田畑にある望ましくない植物を制御するのに用い
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ることができる。作物は、トウモロコシまたはダイズであることが好ましく、トウモロコ
シであることがより好ましい。
【００３９】
　作物には、従来の栽培技術または遺伝子技術によって1種類以上の除草剤、または1つ以
上のクラスの除草剤に対して寛容にされた作物が含まれるものと理解する。
【００４０】
　本発明の水性プレミックス濃縮組成物は、使用前に、好ましくは水を用いてまず2～500
倍に希釈することが好ましい。したがって本発明のさらに別の特徴として、
　（i）水と、
　（ii）その水に懸濁させたHPPD阻害剤と、
　（iii）その水に溶けた溶液の形態の電解質とを含んでいて、
HPPD阻害剤が0.2～12g/l、電解質が0.01～50g/lの量存在している、すぐに使用できる水
性組成物が提供される。
【００４１】
　本発明のさらに別の特徴として、望まない植物、特に、有用な作物の田畑にある望まし
くない植物を制御する方法であって、本発明の水性プレミックス濃縮組成物を希釈してす
ぐに使用できる水性組成物を形成した後、除草に有効な量のそのすぐに使用できる水性組
成物を望まない植物が存在している場所に散布する操作を含む方法が提供される。
【００４２】
　“除草に有効な量”は、すぐに使用できる水性組成物の量に関し、植物の生長を制御す
る効果または変化させる効果を生じさせることのできる量である。典型的な散布量は、1
ヘクタールにつきHPPD阻害剤+電解質を50～1500g、好ましくは1ヘクタールにつきHPPD阻
害剤+電解質を100～1250gである。
【００４３】
　制御する効果または変化させる効果には、自然な生長から外れたあらゆる状態（例えば
種子が発芽しないこと、植物が枯れること、生長が遅れること、葉が枯れること、白化現
象、矮小化など）が含まれる。
【００４４】
　“場所”は、植物自身のあらゆる部分、植物の種子、植物が発芽または生長する可能性
のある土地または他の媒体を意味する。
【００４５】
　すぐに使用できる水性組成物は、農業において知られている通常の散布法で散布するこ
とができる。最も好ましい方法はスプレーである。
【００４６】
　上記のように、われわれは、HPPD阻害剤の安定性向上をもたらすのが、HPPD阻害剤を含
む水性濃縮組成物への電解質の添加であることを見いだした。すなわちHPPD阻害剤は従来
ほど早くは分解しなくなるため、HPPD阻害剤の水性濃縮組成物をより長期間にわたって、
および／またはより厳しい条件下で保管することができる。したがって本発明のさらに別
の特徴として、水性濃縮組成物中でのHPPD阻害剤の安定性を向上させる方法であって、そ
のHPPD阻害剤を安定させる量の電解質をその水性濃縮組成物に添加する操作を含む方法が
提供される。“HPPD阻害剤を安定させる量”とは、安定化効果を生じさせるであろう電解
質の量、例えば10～700g/lを意味する。
【００４７】
　本発明を以下の実施例によってこれから説明する。しかし実施例が以下のものに限定さ
れることはない。
【００４８】
　比較例
【００４９】
　35％w/wのメソトリオン酸ミルベースを用意した。その中には、トゥイーン20（2.1％w/
w）、リン酸（1.9％w/w）、アトロックス4913（1.1％w/w）、水道水（100％w/wになるま
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約80％）を用いて調製した。典型的な高剪断力ミキサーを使用し、次いで“ビーズ・ミル
”を使用してミルベースを混合し、粉砕すると、平均D (4,3)粒子サイズがほぼ2～3ミク
ロンになった。
【００５０】
　次に、ミルベースと、水と、あらかじめ調製した／あらかじめ膨潤させたケルザン・ゲ
ル（2％）（プロキセルGXLを含む）（0.375g/l）を混合することによって最終懸濁液を調
製した。
【００５１】
【表１】

【実施例１】
【００５２】
　35％w/wのメソトリオン酸ミルベースを用意した。その中には、トゥイーン20（2.1％w/
w）、リン酸（1.9％w/w）、アトロックス4913（1.1％w/w）、水道水（100％w/wになるま
で）も含まれていた。このミルベースは、メソトリオン・テクニカル（湿潤なペーストが
約80％）を用いて調製した。高剪断力ミキサーを使用し、次いで“ビーズ・ミル”を使用
してミルベースを混合し、粉砕すると、平均D (4,3)粒子サイズがほぼ2～3ミクロンにな
った。
【００５３】
　次に、ミルベースと、グリホサート（46％w/wのグリホサート酸当量をカリウム塩とし
て使用）と、あらかじめ調製した／あらかじめ膨潤させたケルザン・ゲル（プロキセルGX
Lを含む）を混合し、最後に水を混合することによって最終懸濁液（360g/lのグリホサー
ト、12g/lのメソトリオン）を調製した。単に混合するだけで均一な組成物が得られた。
この組成物は以下のようにまとめられる。
【００５４】
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【表２】

【実施例２】
【００５５】
　これは実施例1のようにして調製したが、最終生成物を調製するとき、グリホサートの
直後にAL2575（171.43g/l）も添加した。まとめると、この最終生成物は以下のようにな
る。
【００５６】

【表３】

【００５７】
　結果
【００５８】
　両方の生成物を、組成物中のメソトリオンの化学的安定性に関してテストした。生成物
を40℃にて保管し、加速保管データを取得した（周囲温度で2年間保管した場合と相関さ
せるのに、一般に8週間にわたって40℃にする）。結果を表1に示してある。
【００５９】
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【表４】

【実施例３】
【００６０】
　メソトリオン・ミルベース（約12g/lまたは10,000）と、さまざまな量のグリホサート-
カリウム、硫酸アンモニウム、塩化ナトリウムのいずれかとを含む水性ミルベース組成物
を作った。すべてのサンプルのpHを約5に保持した。そのとき、調節のためにリン酸を用
いた。溶液中のメソトリオンの量は、UV-可視光分光測光法を利用して測定した。なぜな
らメソトリオンの水への溶解度は、このような系におけるこの活性成分の予想分解速度と
関係しているからである。結果を表2に示してある。
【００６１】
【表５】

【００６２】
　表2から、電解質は、メソトリオン粒子を取り囲むことで水溶液に溶けるメソトリオン
の量を減らす強力な効果を持っているため、メソトリオンの化学的分解を減らすことに関
して実施例（1と2）の裏付けとなっていることがはっきりとわかる。
【実施例４】
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【００６３】
　メソトリオンとイソオキサフルトールのミルベース組成物を以下の方法で作った。
【００６４】
　サンプルを丸底フラスコ（約140ml）の中に入れ、均一になるまで150rpmで15分間にわ
たって撹拌した。同じ体積のガラス・ビーズ（直径が0.8～1.0mm）をフラスコに添加し、
サンプルを650rpmで60分間にわたって粉砕した。粒径を調べた。サンプルの粉砕をさらに
継続した（メソトリオンでは60分間、イソオキサフルトールでは150分間）。粒径を再び
調べると、どの粒子も約5ミクロンという仕様を満たしていた（D (4,3)体積の重み付き平
均直径）。
【００６５】
　サンプルを真空下で篩を通じて取り出すことで、ミルベースからビーズを分離した。以
下に示す2つのミルベースを活性成分の含有量に関して調べるとともに、そのミルベース
を用いて塩混合物を調製した。次に、最終混合物（以下の表を参照のこと）を-18℃（対
照となる初期サンプル）と+45℃で8週間にわたって保管した。次に、有効性が確立してい
る方法を利用して分析を行なった。使用した塩は、グリホサート・カリウム水溶液、ジク
ワットジブロミド水溶液、パラコートジクロリド水溶液であった。
【００６６】
【表６】

【００６７】

【表７】

【００６８】
　分析結果：保管期間は8週間であった。“開始時”と表記したサンプルは同じ期間にわ
たって-18℃に維持した。
【００６９】
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【表８】

【００７０】
【表９】

【００７１】
【表１０】

【００７２】

【表１１】

【００７３】
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【表１２】

【００７４】
【表１３】

【００７５】

【表１４】

【００７６】
【表１５】

【００７７】
【表１６】
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